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2 Balasubramanian 1998 Bouchaert 2000))この分野の先行研究として、 ( )や ( )など
がある。中山( )では小売業者間での数量競争が検討されているのにたいし、2003
これらの論文では価格競争が想定されている。また、電子商取引全般について









都市のメディアポ－ト名古屋が また 年には楽天市場が開設されている、 。1997
他方、 年度における我が国の携帯端末を含むインタ－ネットの個人利用2001





度の 億円から 年度の 億円、 年度の１兆 億円へと急速3360 2000 8240 2001 4840
に拡大し、 年度には 兆 億円に達している 。2002 2 6850 1))
このようなインタ－ネットの普及は、小売業者間の競争や消費者の厚生にい
かなる影響を及ぼすか？ この点について中山( )は、通販業者と小売店2)) 2003
3 Braid 1996 Braid 2002 CD)) ( )では図書館、 ( )では やビデオのレンタルショップ

























































8 C w : C' 0, C" 0 and C' w=1 =)品揃えについての一般的な費用関数 ( ) > > ( ) ∞ のも
とでも、本稿の主張は成立する。
- 6 -
と表される。ここで は財からの効用（留保価格） 、 は電気街での財の価u p6)) c
格 は単位距離あたりの移動費用 それゆえ は往復の移動費用 である、 （ ） 。t/2 tz
また、下付 は電気街を表す。このとき、電気街の商圏の境界 は、c z









C w =ew /2 3( ) ( )2
とする 。ここで、 はパラメ－タである。8) e







のうち ∈( )に位置する者は、店舗または電気街のいずれに最初に行くかをz 0,x
選択する。最初に店舗に行けば、彼は確率 で自らが望む財を購入することがw
できる。このときの彼の利得は ( ) である。ここで、 はこの店v(z)=u-p-t x-z -k k
舗を探す費用（時間）である 。逆に、当該の財がこの店舗の品揃えに含まれ9)
ていない確率は である。ここで ∈[ ]⊆[ ]ならば ( )> であること1-w z 0,x 0,z v z 0c
に留意すれば、店舗に財がない場合には、消費者は電気街へ行き、そこで財を
購入することになる。このときの彼の利得は である。したがって、地u-p -tx-kc
点 ∈( )に住む消費者が最初に店舗へ行くことからの期待利得はz 0,x






w u-p -k+ 1-w u-p -tx u-p -tx p-p - tx+k/w 0( ) ( )( )≧ ⇒ ≦ (5)c c c -
でなければならない。このとき、地点 ∈( )に住む消費者が最初から電気街z 0,x
に行くときの利得は( )式で与えられるから、1
Ev z v z z w p-p +tx+k / 1+w t=z( )≧ ( ) ⇒ ≧[ ( ) ] ( ) (6)c c L
に留意すれば、 ∈(z )に位置する消費者が最初に店舗に行くことになる。z ,xL
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また、地点 ∈( )に住む消費者については、z x,z
v z =w u-p-t z-x + 1-w u-p -tx-k) 0( ) [ ( )] ( )( ≧c
⇒ ≦{ ( )} (7)z u-p -k-w p-p -tx /t=zc c R






店舗を探す費用は であるから、そこでの価格を とすれば、この店舗に来k p0
店を促すための条件は、( )式と同様にして5





Max π ( ) ( )0 0=2sw p -r z-ew /2-F 92
s.t. p p -k/w0 c≦
と定式化される。ここで は仕入価格、 は店舗の固定費用である。この問題r F
を解くにあたって、以下では、パラメ－タについて
S u-p u+3p -4r 2et A-1( )( )< ( )c c
10 10-4' w=1)( )式を参照のこと。 の場合、すべての消費者がこの店舗で購入す
るため、電気街の売り上げはゼロとなる。
11 x 0)電気街を中心に市場は対称的であるから、販売業者にとって地点 > への
出店が利益となるのであれば、地点 への出店も彼の利益を増加させる。-x
- 9 -
を仮定する。ここで、 (> )はインタ－ネット普及後に、販売業者の存在を知S s
る消費者の割合である。上式の想定もとでは、この販売業者の品揃えは < とw 1
なる 。10)
(9)式で表現された問題の極大化条件より、最適な価格および品揃えは
p *=p -k/w 9-10 c ( )
w *=2s u-p p -r /et 9-20 c c( )( ) ( )
であり、このときの販売業者の利潤は
π [ ( ( ) ( ) ( )] ( )0 c c c*= 2s s u-p p -r -ekt u-p /et -F 9-32 2 2
と計算される。
新たな出店
次に、販売業者が電気街のみならず、他の地点（ > および ）にも出店すx 0 -x
る場合について検討する 。この際留意すべきことは、(5)式（および(8)式）11)
が成立しなければ出店しても来客はないということである。また、(5)式の想
定のもとではz ≧ であるから、この販売業者の３つの店舗からの利潤はR z
π {( ) ( )( )}=2sw p -r z + p-r z-z -ew /2-3F0 L L 2





店舗のタイプ（すなわち品揃えの広さ 、立地 、価格 および を決定すw x p p） 0
る。したがって、彼の意思決定問題は
Max 10 , s.t. 5 and 8 , w.r.t. p , p, x, w( ) ( ) ( ) 0
と定式化されるから、最適解として
p *=p -k/w 10-10 c ( )
p*= u+p /2-k/w 10-2( ) ( )c
x*= u-p /2t 10-3( ) ( )c
w*=s u-p u+3p -4r /2et w * 10-4( )( ) > ( )c c 0
を得る。また、このときの利潤は




π ≦π ⇒ ( ) ( ) ≦ ( )* * s u-p u+7p -8r /8et 2F 110 c c2 3 2
で与えられる。上式が成立する場合には、すべての消費者は電気街に行き、こ
の店舗を知らない者は他の店舗で財を購入する。このとき、地点 に住む消費z
者の利得は である。電気街に来た消費者のうちこの店舗の存在とv (z)=u-p -tzc c
- 11 -
そこでの価格を知っている者は 探索費用を負担して店舗を訪問する そして、 。 、
そこで自らが望む財が（確率 で）販売されていればそれを購入する、このとw
きの彼の利得は である。逆に、自らが望むv (z)=u-p -tz-k=u-p -tz+(1-w)k/w>v (z)0 0 c c
財が（確率 で）店舗に無ければ他の店舗で購入する。このときの彼の利得1-w
は であるから、店舗を訪問する消費者の期待利得は ( )v (z)=u-p -tz-k<v (z) Ev z0 c c





ネット情報によって店舗の存在を知る消費者の割合が から へと増加するs S
と同時に、彼らはその立地場所も正確に知ることができるから、当該店舗を探













Max Π ( ) ( )0 0=2Sw p -r z-ew /2-F 9'2
s.t. p p0 c≦
と定式化される。この問題の極大化条件より、最適な価格および品揃えは
p *=p 9-1'0 c ( )
w *=2S u-p p -r /et 9-2'0 c c( )( ) ( )
であり、このときの販売業者の利潤は
Π ( ) ( ) ( )0 c c*=2S u-p p -r /et -F 9-3'2 2 2 2
と計算される。
新たな出店
次に、販売業者が電気街のみならず、他の地点（ > および ）にも出店すx 0 -x
る場合について検討する。地点 ∈( )に住む消費者のうち、自らが望む財がz 0,x
店舗で販売されている者が、店舗へ行くことからの利得は ( ) ( )であv z =u-p-t x-z
り、電気街で購入する場合の利得は ( ) である。したがって、地点v z =u-p -tz xc c
に住む消費者がそこの店舗を訪問するための条件は
v =u-p u-p -tx=v p-p tx 0 5'(x) ≧ (x) ⇒ ≦ ( )c c c-
で与えられる。また、地点 の店舗と電気街との商圏の境界はx
v z v z z p-p +tx /2t=z 6'( )≧ ( ) ⇒ ≧[ ] ( )c c L
で与えられる。これらのことを踏まえれば、販売業者の利潤は
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Π {( ) ( )( )}=2Sw p -r z + p-r z-z -ew /2-3F0 L L 2
=2Sw p -r z+ p-p z-z -ew /2-3F 10'{( ) ( )( )} ( )0 0 L 2
と表される。したがって、この販売業者の意思決定問題は
Max 10' , s.t. 5' and 8' , w.r.t. p , p, x, w( ) ( ) ( ) 0
と定式化されるから、最適解として
p *=p 10-1'0 c ( )
p*= u+p /2 10-2'( ) ( )c
x*= u-p /2t 10-3'( ) ( )c
w*=S u-p u+3p -4r /2et w * 10-4'( )( ) > ( )c c 0
を得る。また、このときの利潤は
Π [ ( )( )] ( )*= S u-p u+3p -4r /8et -3F 10-5'c c 2 2
と計算される。
ここで、( )式と( )式を比べれば、インタ－ネット普及後に電気街か10-5' 9-3'
ら離れた場所に出店するための条件は
Π ≧Π ⇒ ( ) ( ) ≧ ( )* * S u-p u+7p -8r /8et 2F 11'0 c c2 3 2
で与えられる。また、( )式および( )-( )式より6' 10-2' 10-3'


















s et F/ u-p u+7p -8r S 122 2 3 2≦16 ( ) ( )≦ ( )c c
であれば、ソフマップ社の出店行動は説明されることになる。実際、パソコン
ソフトを販売するソフマップ社の場合、パラメ－タの から への上昇の効果s S
は極めて大きいものと推察される。
また このような出店行動を踏まえた上で店舗の品揃えを比較すれば ( )、 、 9-2
式、( )式および( )式より10-4 10-4'
w *=2s u-p p -r /et s u-p u+3p -4r /2et=w*0 c c c c( )( ) < ( )( )
< ( )( ) ( )w*=S u-p u+3p -4r /2et 13c c
を得る したがって 仮想店舗 ソフマップ・ドットコム を開設した後の ギ。 、 「 」 「
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ガストア」の品揃えは従来よりも広くなる。
さらに、( )式および( )-( )式より、9-1 10-1' 10-2'
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